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1. 今日の講義の目標 

「香港」という地域の概要をざっと知っていただく 
ふたつの例から「香港」という地域がどのように見えるのか、感じてもらう 
 

2. 香港の概要 
英領植民地としての過去、現在は中華人民共和国香港特別行政区 
自由港、低税率／自由放任・積極的不介入主義 
言語：公用語は中国語と英語／広東語 
    外に向かう香港 

 ・中華帝国の一部 
 ・三条約の形成 
   南京条約(1842)：香港島 
      北京条約(1860)：九龍半島の先端部 
   新界租借条約(1898)：九龍半島の基底部、99 年間の租借 
  日本統治下の香港：蒋介石支援ルート／ブラッククリスマス、軍票 
 ・中華人民共和国の成立 

移民の大量流入、その後の定住 
    →香港生まれの香港育ちの戦後世代 

冷戦構造の波及→中継貿易港から加工貿易港へ 
香港大の社会統合／香港返還問題の浮上（1970 年代末） 

 ・1982 年からの中英交渉、1984 年の中英共同声明：「一国二制度」 
  「主権回収」「特区設立」「港人治港」「制度不変」「繁栄保持」 

← 中国内地との経済関係の深まり／中国の「人治」を警戒／海外への移民急増 
 ・香港ドル／コモンロー／外交と国防／行政長官は選挙で選出／基本法 
  
  



 
 

3. 外に向かう香港 
・ハブとしての香港 
・第二次世界大戦後～1980 年代：中台の仲介者、中国を外部世界に橋渡し 
・動く人、モノ 
  疾病も移動：鳥インフルエンザ、SARS 
 

4. 内に向かう香港 
・中央政府との関係 
雨傘革命：2014 年 9 月 28 日から 12 月 15 日まで学生による市街地占拠 

「真の普通選挙」実施を要求／オキュパイ・セントラル（中環）から始まる 
・雨傘革命の背景(1)：2014 年 8 月 31 日の全人代決議 

2017 年行政長官選挙では普通選挙を実施 
従来は推薦委員会（1200 名：商工界、専門職、社会サービス、政界）から 1/8 の支

持獲得→推薦委員会から過半数の支持を必要 
・雨傘革命の背景(2)：「中港衝突」－自由行(2003～)、2009 年の複次ビザ 
  表面的には買い物客のマナーの悪さ 2014 年 8 月 31 日の全人代決議 
  より構造的な問題：内地の人々とのさまざまな競争 
・連動する中国世界の周辺部： 
  台湾：ひまわり革命、両岸サービス貿易協定 

マカオ：刑事免罪の高官優遇法案 
・香港経験の定着 
  1989 年天安門事件追悼集会／七一デモ／各種選挙 
 
・雨傘世代から見た民主化： 
→1997 年返還以来の「高度の自治を享受」 
 2047 年に迎える「一国二制度」の終わり 
・中央政府の対香港政策：一枚岩？／「香港独立」？ 


